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研究成果の概要（和文）：本研究は、前植民地期の18世紀においてはボンベイ市を含めた沿岸の港町から内陸に
向かう商品の多くが、マラーター同盟の中心都市であるプネー市に集められた後に、各地に再分配されていくこ
とを示した。1853年のボンベイ市における鉄道開通が、ボンベイ市とその後背地の関係に大きな影響を生じさせ
たことを示した。その後、ボンベイ島周辺の埋め立てが進み、港湾施設が拡充した結果、ボンベイ市はインド西
部の政治経済の中心都市となった。ただしプネー市も鉄道ネットワークに接続することで内陸の商業拠点として
の地位を保っており、同市の19世紀後半以降の経済発展に関しては改めて検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：This project made it clear that much merchandise was carried from 
port-cities including Bombay to Pune, the central city of the Maratha Confederacy first, and then 
re-distributed in different directions. The opening of the railway from Bombay in 1853 strongly 
affected these relations between Bombay and its hinterland. The reclamation of land around the 
Bombay island and the development of its port facilities after this opening led to the growth of 
Bombay as the econo-political center in Western India, However, Pune, to which the railway networks 
were connected, remained one of inland commercial centers. Its growth after the late nineteenth 
century will be considered in future.

研究分野：インド社会経済史

キーワード： ボンベイ　マラーター　植民地化　交易

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、英語と現地語であるマラーティー語史料を分析することで、前植民地期から植民地期にかけてのボン
ベイ市の発展を連続的に考察した。その結果、ボンベイ市の後背地であるインド西部の諸地域が1818年に英領と
なっても直ちに、ボンベイ市と後背地の関係は変化せず、ボンベイ市自体も鉄道開通後に大きく発展したことを
示したのが本研究の成果である。イギリスの拠点であったボンベイ市でさえ、本格的な植民地化によって直ちに
変化したわけではなかったこと、そしてその変化は技術革新とともにあったことを示したことは、アジアの植民
地化および近代化を考える上で極めて重要なことであり、本研究の学術的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ボンベイは、インド西部における英領インドの中心都市として、19 世紀におけるインド西部
の植民地化とともに発展したことが先行研究によって明らかにされてきた。より具体的には、イ
ンド洋貿易のハブの一つとして、そして近代綿業の拠点として、ボンベイがインド経済の中心都
市となったことが示され、グローバル経済の中で、そしてインド経済全体の中にボンベイ市が位
置づけられてきた。インド西部内陸部の社会経済史を専門とする本報告者は、先行研究を参照す
る中で、よりローカルな視点でボンベイの発展を再考する着想を得た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目標は、インド西部の社会経済史の中にボンベイ市の発展を位置づけることである。
この目標を達成するために、本研究では２つの課題を設定した。第 1の課題は、ボンベイ市と後
背地であるインド西部内陸部との関係を、特に交易に注目して考察することである。第 2 の課
題はボンベイ市内部の発展、特にその市場形成について考察することである。従来の研究では、
広い視野でボンベイ市の発展が考察されてきたが、この発展による内部の変化について十分に
考察がなされてこなかった。そこで本研究では、ボンベイ市内部の分析を第 2の課題とした。 
本研究では、インド西部内陸部が英領となる以前の 18世紀より分析を始め、20世紀初頭に至
るまでの長期的視野で、ボンベイ市の発展を考察する。 
 
３．研究の方法 
 研究手法の視点から注目すべき本研究の特徴は、インド西部内陸部が植民地化する以前の 18
世紀に遡って分析を行うことである。ボンベイ市の直接の後背地にあたるインド西部内陸部を
支配したマラーター同盟がイギリス東インド会社に滅ぼされる 1818 年以前の史料に関しては、
現地語のマラーティー語で記されたマラーター同盟宰相政府の記録を用いる。同史料の大部分
は、マハーラーシュトラ州立文書館プネー分館に収蔵されており、流通に関わる史料として、本
研究では、宰相政府が徴収した通関税（Jakat）の記録を用いた。前植民地期の分析に関しては、
文書館史料に加えて、『サタラ王および宰相日誌（Satara Rajas’ and Peshwa Diaries）を補助的に用
いた。 
 植民地期のボンベイ市と後背地との交易を分析するために、本研究では複数の統計資料を用
いた。第 1は「ボンベイ管区の航行と貿易に関する年次報告書(Annual statement of the trade and 
navigation of the Presidency of Bombay)」であり、19 世紀半ば以降のボンベイ管区の外国貿易と沿
岸交易が扱われており、特に主要港（ボンベイ市）の記録に注目する。第 2 の統計資料である
「ボンベイ管区における鉄道および河川貿易に関する年次報告書（Report on the Rail-Borne Trade 
of the Bombay Presidency）」は、1881 年以降のボンベイ管区と英領インド各地を結ぶ鉄道交易の
統計である。この資料では、大インド鉄道（The Great Indian Peninsular Railways）とボンベイ・
バローダおよび中央インド鉄道（Bombay, Baroda and Central India Railway）の終着駅であるボン
ベイ市が、鉄道交易統計の 1ブロックを形成しており、同ブロックと連関する鉄道交易記録に注
目する。第 3 は 1873 年に結成されたボンベイ港トラストの年次報告書(Administrative Report of 
the Bombay Port Trust)であり、1874年以降のボンベイ市内で、ボンベイ港トラスト管理下にある
港の交易統計が収録されている。1881 年以降について、これらの統計資料を合わせて、ボンベ
イ市の域内交易を分析した。 
マラーター同盟が崩壊し、インド西部内陸部が直ミンチとなった 1818年から、複数の統計資
料による分析が可能となる 1881年までの期間については、マハーラーシュトラ州州立文書館ム
ンバイ本館や大英図書館インド省記録の史資料を用いて分析を行った。 
 
４．研究成果 
ボンベイ市とインド西部の後背地との関係について以下のように整理できる。 
 前植民地期の交易を分析する史料は主に通関税記録であったが、マラーター同盟宰相政府と
イギリス東インド会社ボンベイ管区は通関税の免税協定を結んでいたため(Mahajan 1989)、通関
税記録によってボンベイ市からの東インド会社による商品流通を追うことは不可能であった。
しかしボンベイ市で活動する現地商人が運んだ商品の経路の一端は、通関税およびその関連記
録から明らかになった。ボンベイ市と、マラーター同盟宰相政府が置かれたプネー市の間では、
宰相政府の通関税請負人（Jakatdar）と契約を結び、商品に課されるボンベイ市・プネー市間の
通関税を一括で支払った運送業者(Hudekari)が活動しており、彼らは商品を通関税徴収のために
関所で止まることなくボンベイ市からプネー市まで運んだ。ボンベイ市の現地商人の中には、こ
の運送業者(Hudekari)と少なくとも複数年に及ぶ契約を結び、商品をプネー市に運んでいた。プ
ネー市に運ばれた商品は、同市に消費されたり、さらに内陸に運ばれたりした。プネー市より内
陸には、18 世紀には綿花・綿布交易の内陸拠点の一つとなっていたソーラプール市などが位置



していたが、一括で通関税を支払う運送業者
(Hudekari)の活動は、ボンベイ市・プネー市に比べて
非常に限られていた。 
図 1は、プネー市（D）とソーラプール市（N）と
の間に位置するインダプール町（S）の通関税記録
に見られた町(Qasba)の位置を示している。インダプ
ール町の記録によると、プネー市（D）からの商品
は、同町に届くまで、何度も関所で止まって運搬者
が通関税を払ったが、この時にしばしば商品は売買
され、何度も積み直されながら進んでいた。インダ
プール町からソーラプール市（N）へも、時には遠
回りをして O町・P町・Q町経由で、商品が積み直
されながらソーラプール市（N）に至っていた。他
方で、プネー市からソーラプール市（N）のみを経
由して、ハイダラーバード市（L）まで運送業者
（Hudekari）によって商品が運搬される場合もあり、都市間と町間の運送契約や状況は大きく異
なることが明らかになった。ボンベイ市（A）からの商品は、都市間運送によりプネー市（D）
に運ばれ、プネー市周辺地域に対しては町間運送により、何度も商品が積み直されて流通した。
他方で、プネー市（D）から都市間運送で、ソーラプール市（N）やハイダラーバード市（L）へ
商品が運ばれた。 
このような状況は 1818年のインド西部の植民地化によってもすぐには大きく変わらなかった。
制度的には 1820 年代後半の通関税(Jakat)廃止および内陸交通路の整備によって、町間輸送は都
市間輸送に近づくことがボンベイ政府によって期待された。しかし実際には、通関税は記録権益
と結びつき、図 1の地域内には中小の藩王国が点在し、彼らは通関税を従来通りに徴収しようと
したために、少なくとも 19世紀前半においては大きな変化が見られなかった。 
内陸の交通の変化は 1853年の大インド鉄道開通により、1820年代の制度的変化とは全く異な
る形で実現した。図 1 で鉄道駅となったのは、ボンベイ市
（A）、プネー市（D）、ソーラプール市（N）とハイダラーバ
ード市（L）であり、図 1の町とは異なる複数箇所に新たな
鉄道駅が設けられた。鉄道によりボンベイ市は、綿花やアヘ
ンの供給地と直接に結び付けられ、鉄道駅を中心にボンベイ
市とインド西部内陸の交易関係は再編された。図 2は、1900
年のボンベイ市への綿花移入額を示した図である。赤は鉄道
交易を示し、デカンの複数の綿花地帯から当該商品が運ばれ
てきたことがわかる。他方で青は沿岸交易によるボンベイへ
の綿花移入額を示しているおり、左下の青丸はボンベイ管区
内の諸港からの額の総計を示しており、その額は鉄道による
移入総額には及ばないものの、個別のどの綿花栽培地域より
も多額の綿花を移入していることを示しており、ボンベイ市
とインド西部諸港との沿岸交易は継続していたことがわか
る。 
 ボンベイ市とインド西部の内陸部および沿岸部との関
係の変化は、複数の商品を対象にして、より多角的に分析
する必要があり、本研究でも綿花以外の商品分析を行って
いるが、象徴的な事例として図 2を示す。鉄道ネットワークの形成により、ボンベイ市がインド

西部の経済の中心となったことは明らかであるが、プネー
市も鉄道駅をもち、20世紀初頭においても内陸の商業拠点
の一つであり続けた。今後は、より詳しい分析が必要とな
る。 
 鉄道により内陸部と、より直接的に結びつけられて以降、
ボンベイ市ではコットン・ブームの影響などもあり、1860
年代以降に港湾施設が拡充されていった。図 3は、1899 年
のボンベイ市内の綿花交易に携わった港の位置を示してい
る。赤は輸出、青は輸入を示している。図 3 のさらに北に
は、巨大な係留ドックが 1880 年代に建設され、その地が綿
花交易の中心となった。他方で 1896 年にボンベイ・バロー
ダおよび中央インド鉄道が島の南端まで延長され、図 3 は
ボンベイ島の南端にもまた、鉄道と港が結びついた綿花交
易の拠点が形成されていたことを示している。 
鉄道は、インド西部内陸部とボンベイ市との関係を
変化させただけではなく、ボンベイ市の経済構造を
も変化させたことを図 3 は示している。経済構造の

みではなく、これに伴ってボンベイ市の社会関係に変化が見られたのかという疑問が生じた。こ

図 1: プネー以東の町(Qasba)分布 

図 2：1900年のボンベイ市への綿花移入額 

図 3: 1899年のボンベイ市の綿花交易港 



れは、新たな課題となる。 
 プネー市の 20 世紀初頭の状況が示しているように、鉄道ネットワーク形成によって、ボンベ
イとインド西部の関係は大きく変わったが、ボンベイのみが発展したわけではなかった。変化の
みに注目するのではなく、都市の隆盛などについて 18 世紀からの連続にも考慮して、都市間関
係を考察する必要がある。 
 
参考文献 
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